
大
会
冒
頭
に
木
村
副
委
員
長
の
司

会
と
開
会
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
大
会

成
立
宣
言
後
に
、
大
会
議
長
に
新
幹

線
地
本
・
永
田
晴
茂
代
議
員
を
選
出

し
て
議
事
を
進
め
ま
し
た
。

東
海
本
部
の
植
田
執
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
（
要
旨
を
下
欄
に
掲
載
）

の
後
、
来
賓
の
国
労
本
部
・
木
村
副

委
員
長
よ
り
、
職
場
の
労
働
条
件
改

善
へ
向
け
た
運
動
強
化
、
組
織
拡
大

の
更
な
る
取
り
組
み
強
化
を
要
請
す

る
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

高
木
業
務
部
長
に
よ
る
協
約
・
協

定
の
締
結
承
認
、
池
田
財
政
部
長
が

２
０
２
３
年
度
決
算
等
を
提
案
し
て

全
員
で
承
認
し
た
後
、
渡
邉
書
記
長

が
経
過
報
告
及
び
２
０
２
４
年
度
運

動
方
針
案
の
提
起
を
行
い
、
討
論
に

入
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
鈴
木
一
隆
（
静
岡
）
・

中
村
剛
（
静
岡
）
・
脇
田
力
（
名
古

屋
）
・
西
山
智
司
（
静
岡
）
・
西
田

浩
義
（
新
幹
線
）
・
山
田
多
佳
男

（
名
古
屋
）
・
庄
司
誠
（
新
幹
線
）
・

西
里
重
則
（
新
幹
線
）
の
各
代
議
員

が
発
言
し
、
質
問
等
に
対
し
国
労
本

部
・
東
海
本
部
の
答
弁
後
に
書
記
長

集
約
を
受
け
て
、
経
過
及
び
運
動
方

針
案
を
全
体
で
承
認
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
予
算
案
提
案
を
全

体
で
承
認
し
、
「
ス
ト
ラ
イ
キ
権
確

立
」
の
投
票
を
行

い
代
議
員
全
員
の

賛
成
に
よ
り
確
立

さ
れ
ま
し
た
。
選

挙
管
理
委
員
会
が

東
海
本
部
委
員
と

会
計
監
査
員
と
し

て
堀
江
吉
昭
（
新
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線
）
・
大
橋
弘

一
（
名
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屋
）
が

選
出
さ
れ
た
と
の

報
告
を
行
い
、
承

認
後
に
、
赤
松
執

行
委
員
か
ら
の
大
会
宣
言
の
提
案
を

全
体
の
拍
手
で
採
択
し
、
最
後
に
、

植
田
委
員
長
に
よ
る
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
を
唱
和
し
閉
会
し
ま
し
た
。
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第
39
回
東
海
本
部
定
期
大
会
に
ご

参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
構
成
員
、
傍

聴
者
の
み
な
さ
ん
、
ま
た
、
職
場
運

動
・
地
域
運
動
に
奮
闘
さ
れ
、
先
頭

に
立
ち
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
す
べ
て

の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

さ
て
、
今
大
会
で
の
大
き
な
課
題

の
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
で
す
。

東
海
本
部
も
組
合
員
の
減
少
・
分

散
化
・
高
齢
化
に
よ
り
職
場
の
活
動

が
困
難
さ
を
増
す
中
に
お
い
て
、
7

月
6
日
付
け
で
、
名
古
屋
地
本
で
1

名
の
拡
大
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

各
地
方
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
総
括
と
改
め
て
拡
大
の

意
思
統
一
と
実
践
を
、
全
組
合
員
で

確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、
３
１
５
系
４
両

編
成
に
よ
る
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
実
施
、

静
岡
地
区
に
お
け
る
お
客
様
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
拡
大
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
と
し
て
の

安
全
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
鉄
道

守
る
取
り
組
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

24
春
闘
で
は
、
奮
闘
し
て
い
た
だ

い
た
各
地
方
の
取
り
組
み
と
組
合
員

の
奮
闘
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
25

春
闘
で
も
、
大
幅
賃
上
げ
獲
得
・
労

働
条
件
改
善
に
職
場
や
地
域
で
の
闘

い
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
同
時
に
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
闘
い
、
政
治
的
要
求
と
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
国
労
運
動
を
継
承
・
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
職
場
・

分
会
運
動
を
強
化
し
、
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
に
総
力
を
集
め
る
事
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
今
大
会
の
成
功
と

国
労
東
海
本
部
の
旗
の
下
、
総
団
結

す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
て
あ
い
さ
つ

と
し
ま
す
。
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大
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を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、「
南
海
ト
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フ
地
震
臨
時
情
報
」

が
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さ
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い
る
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で
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進
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行
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